




















大安寺で特徴的な瓦には牛の頭のような中心飾 り、

左右に連続する唐草紋をもつ軒平瓦があります。

大安寺式軒瓦

大安寺旧境内から出土する軒瓦の種類は多 く、平

城宮で用いられた瓦と同じ他型でつ くられた軒瓦

もみられます。

平城宮系軒瓦

大安寺旧境内からは凸面に布目のある平瓦が出土

します。この瓦は飛鳥地域の 警Tど
｀
周辺から出土

する瓦とよく似てお り、そこから運ばれてきたと

考えられます。これらの瓦は藤原京や大官大寺よ

り古い天武朝 (672～ 686)頃の製品とみられ、大

安寺の前身寺院がこの地にあったことを窺わせ、

高市大寺との関係を考える手がかりになりそうで

す。

凸面布 目平瓦
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」LI 和銅 3(710)年 、都が平城京に遷されたのに

伴い、大官大寺も平城京へ移されました。

大安寺の伽藍の様子は『資財帳』 (747年勘録)

に詳 しく記されてお り、その時点で南大門、中

門、金堂、講堂等があったことがわかりますが、

塔の記述がありません。

大安寺では、二つの塔が伽藍中心部の南側に

塔院として独立 し、史料からは七重塔が建つて

いたことが窺え、それまでの寺院とは異なった

特徴が多 くみられます。

軒先を飾 った三彩垂木先瓦
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大安寺伽藍配置
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文武朝大官大寺塔

塔の平面規模の比較 (『 吉備池廃寺発掘調査報告』よ り作成 1/600)

飛鳥寺塔

本薬師寺東塔
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史跡大安寺旧境内の発掘調査から

大安寺に取り込まれていた杉山古墳の前方部前面は、大安寺造営に際して大きく削り取られており、

その斜面を利用して瓦を焼くための瓦窯 (大安寺彦薔士峯)が築かれています。
ど
現などからは窯の壁材や焼け損じた奈良時代や平安窯は6基みつかつており、窯内や瓦を棄てた土ウ

時代以降の瓦が出上しています。大安寺は平安時代以降も建物の建て替えや火災による復興が行われ

ており、そういつた際に杉山瓦窯で焼かれた瓦が使われたものと考えられます。

奈良時代の軒丸瓦

奈良時代の軒平瓦

平安時代の軒丸瓦

平安時代の軒平瓦

平瓦、道具瓦、日干煉瓦
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南大門の発掘調査で土を固めて造った塑

像が出土しました。F資財帳』に「1爾 四天

王像二具在南中門/右天平十四歳次壬午

寺奉造」とあり、鵡麹 は塑像を指します

ので、出土した塑像はこの記載にみえる

奈良時代の塑像の可能性が考えられます。

塑像 右 :

左 :

立像の腕部

邪鬼の頭髪部

√プ
赴

ハ ー ヽ

西太房 (僧 房)出土 白磁椀

僧房の調査で中国製の青磁や白磁、愛知

(渡妻窯 )、 京都産の緑釉・灰釉陶器が出

土 しました。
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西太房出土 白磁、青磁、緑釉、灰釉陶器



西暦 年号 出来事
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716

729

742

745

747

766

767

782

784

790

794

805

806

859

876

911

949

989

1017

1041

1090

1204

1260

1296

推古25

舒明11

皇極 1

天武 2

天武 6

文武 3

大宝 2

不日翁同3

和銅 4

霊亀 2

天平 1

天平12

天平17

天平19

天平神護2

神護景雲1

延暦 1

延暦 3

延暦 9

延暦13

延暦24

大同 1

貞観 1

貞観18

延喜11

天暦 3

永詐 1

寛仁 1

長久 2

寛治 4

元久 1

文応 1

永仁 4

聖徳太子、熊凝に精舎を建てる。『略記』

百済川の側に精舎を移し、百済大寺を建てる。『略記』

百済大寺建立の詔。『著記』

造高市大寺司を任ず。『書記』

寺を百済川畔より高市に移す『資財帳』

高市大寺を改めて大官大寺と号す。『資財帳』

九重塔を建て、丈六像をつくる。『略記』

造大安寺司を任ず。『続紀』

大官大寺を平城京に移す。『略記』

藤原宮並びに大官大寺焼く。『略記』

元興寺を左京六条四坊に移し建てる。『続紀』

聖武天皇、道慈に大官大寺を移造させる。『略記』

大官大寺造営成る。『大安寺縁起』

大官大寺を改め大安寺とする。『略記』

『大安寺伽藍縁起井流記資財帳』勘録。

東塔に落雷。『続紀』

称徳天皇行幸し、造寺工軽間鳥麿を外従五位下に叙す。『続紀』

光仁天皇の一周忌を大安寺で行う。『続紀』

長岡京遷都。『続紀』

高野新笠 (桓武天皇生母)の一周忌を大安寺で行う。『続紀』

平安京遷都。『紀略』

国中の諸寺塔を修理させる。『続紀』

桓武天皇の五七斎を大安寺・秋篠寺で行う。『後紀』

唐院建立。『唐院記』

塔、震動する。『日本三代実録』

講堂・三面僧房が焼失。『一代要記』

雷火により西塔が焼失。『紀略』

大風により塔の露盤が落ちる。『東大寺要録』

大安寺焼失。塔一基、釈迦如来像一体のみ免れる。『紀略』他

大安寺焼失。『略記』

この頃までに七重宝塔ほか、金堂等修造なる。『京都御所東山御文庫記録』

七重宝塔修理の勧進。『春華秋月抄』

この頃までに別当宗性、塔を修理。『法勝寺御八講問答記』紙背文書

東塔、雷火により焼失。『和漢春秋暦』

大安寺略年表

文献  書記=日 本書紀   続紀=続日本紀   後紀=日 本後紀   紀略=日 本紀略

略記=扶桑略記   資財帳=大安寺伽藍縁起井流記資財帳
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